

































































































































































































































































































































































































　 項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
18 緊急時には，どうしてよいか，わからなくなる .800 － .051 .037
12 緊張状態になると，ひどくビクビクする .691 － .028 .013
4 緊急な状況では，どうしようもなく不安な気持ちになる .669 .076 .012
20 緊急事態で，ひどく援助を必要とする人を見ると，とりみだしてしまう方である .614 － .054 .041
14 緊急状態でも，比較的うまく対処できる（＊） .573 .084 － .142
7 感情が高ぶると，無力感に襲われる .370 .031 .065
3 困っている人たちがいても，あまりかわいそうだという気持ちにはならない（＊） －.012 .797 － .021
10 周りの人たちが不幸でも，自分は平気でいられる（＊） .003 .774 － .026
13 不公平な扱いをされている人たちを見ても，あまりかわいそうとは思わない（＊） －.030 .683 .034
9 傷ついた人を見ても，冷静な方である（＊） .088 .511 － .043
1 自分よりも不幸な人たちには，やさしくしたいと思う －.007 .398 .012
16 どんな問題にも対立する二つの見方（意見）があると思うので，その両方を考慮するように努める － .060 － .069 .656
8 友達をよく理解するために，彼らの立場になって考えようとする .038 .131 .635
21 ある人物に気分を悪くされても，その人の立場になってみようとする －.027 .173 .556
19 人を批判する前に，もし自分がその人であったならば，どう思うであろうかと考えるようにしている .033 － .059 .555
5 何かを決定する時には，自分と反対の意見を持つ人たちの立場にたって考えてみる .068 － .144 .519
　（＊）逆転項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
　 　Ⅰ 1.000
　 Ⅱ － .202 1.000




　 項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
13 言い争いをすることがある .912 .030 － .045
14 口げんかをすることがある .907 .004 － .005
15 面と向かって，相手に皮肉や悪口を言うことがある .504 － .004 － .009
18 口では負けない .473 － .124 － .077
17 議論していると，つい声が大きくなる .454 .033 .155
16 友達の行動が気に入らないときには，相手にそのことをはっきり言う .444 － .020 － .074
11 どなられたら，どなり返す .414 .185 .105
2 どんな状況でも，暴力は振るわない（＊） －.074 .899 － .053
3 どんなに腹が立っても，誰かを叩くようなことはしない（＊） .010 .751 － .064
10 ムカついて，人を叩いたことがある .058 .496 .195
26 腹を立てた相手の悪口を，その人がいないところで他の人に話す －.104 .023 .782
23 対人関係でムカついたことを，友達に話して憂さ晴らしをする .064 － .166 .769
20 気に入らない人について，良くないうわさを聞いたとき，そのうわさを言いふらす －.048 .202 .464
21 あまり好きでない人が近づいてきたら，気づかないふりをして，その場から離れる .008 .000 .374
　 ＊逆転項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 因子相関行列 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
　 Ⅰ 1.00 .418 .253
　 Ⅱ .418 1.00 .063












　 項目内容 Ⅰ Ⅱ
6 誰かと喧嘩すると，みんなが自分の敵のように感じる .728 － .003
8 友だちの一人に無視されると，みんなに無視されているように感じる .705 .109
10 自己中心的な性格だと思われないように，話し合いの場では発言を控えるべきだ .598 .062
9 自分がつまらない人間だと思われないように，無理して話をするべきだ .557 － .072
1 誰かからいやなことを言われたら，一日中そのことばかり気になる .452 .116
11 自分と他の人の友だちの数を比べてしまう .412 .181
15 周りの人が心配するといけないので，どんなときでも自分は元気でいるべきだ .369 － .228
2 自分はクラスの中で人望がない方だ －.270 .865
14 クラスメイトは，私と話していても面白くないと思っているはずだ .206 .515
16 自分よりも他の人の方が，友だちとうまくつきあえていると思う .169 .419
　 因子相関行列 Ⅰ Ⅱ
　 Ⅰ 1.00 .509









4．共感的配慮 .080  － .125  .183**
5．視点取得 .006  － .118  － .041  .137* 
6．言語的攻撃 .024  .003  － .016  － .117  － .003  
7．関係性攻撃 .218** .149* .203** － .107  － .086  .188**
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